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9:30 - 10:00

学術大会会長講演
座長：黒澤　菜穂子（北海道薬科大学）

治療に活かす医薬品情報～安全・安心を支えるために～

乾　　賢一（京都大学医学部附属病院薬剤部）

10:00 - 12:30

シンポジウム１　電子カルテで医療が変わる
オーガナイザー：吉原　博幸（京都大学医学部附属病院医療情報部）

座長：吉原　博幸（京都大学医学部附属病院医療情報部）

折井　孝男（NTT東日本関東病院薬剤部）

基調講演：電子カルテと地域医療連携

吉原　博幸（京都大学医学部附属病院医療情報部）

講演

１．病院運営から見た病院情報システム

竹村　匡正（京都大学医学部附属病院医療情報部）

２．薬剤部門から見た病院情報システム（特に電子カルテシステム）の利活用

折井　孝男（NTT東日本関東病院薬剤部）

３．医師から見た病院情報システム

松村　由美（京都大学医学部附属病院皮膚科）

４．電子処方箋による病診薬連携プラットフォーム

武藤　正浩（NPO法人国際健康栄養医学機構）

総合討論

12:40～13:40

ランチョンセミナー１
座長：大森　　栄（信州大学医学部附属病院薬剤部長）

薬剤師が担う医薬品の安全管理

谷川原祐介（慶應義塾大学医学部教授・大学病院薬剤部長）

共催：味の素ファルマ株式会社

14:00 - 17:00

シンポジウム３　がん治療最前線：新薬導入と安全性
オーガナイザー：福島　雅典（京大病院探索医療センター検証部）

座長：福島　雅典（京大病院探索医療センター検証部）

北條　泰輔（国立がんセンター中央病院薬剤部）

基調講演：がん治療最前線：新薬導入と安全性

福島　雅典（京大病院探索医療センター検証部）

講演

１．遺伝子情報に基づくがん薬物療法の個別化

安藤　雄一（名古屋大学医学部附属病院外来化学療法部）

２．ゲフィチニブの効果と安全性を考える

田中　文啓（兵庫医科大学呼吸器外科）

1日目　7月8日（土） 第1会場（Room A）
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３．市販直後全例調査のための技術革新－e-pharmacovigilanceシステムの開発－

西村　　勉（京大病院探索医療センター検証部）

４．抗がん剤開発における海外第３相試験の活用と日本人における安全性確保

関　　庚三（中外製薬株式会社SMUがん領域部 ）

５．過去に学ぶ新薬の審査と安全対策

土井　　脩（財団法人　日本公定書協会）

総合討論

10:00 - 12:30

シンポジウム２ ゲノム情報と薬物治療戦略
オーガナイザー：宮城島利一（独立行政法人　医薬基盤研究所）

座長：宮城島利一（独立行政法人　医薬基盤研究所）

小清水敏昌（順天堂大学順天堂浦安病院　ＧＣＰセンター）

講演

１．ゲノム情報とリウマチ性疾患の治療戦略

鎌谷　直之（東京女子医大膠原病リウマチ痛風センター）

２．薬物応答関連遺伝子の多型情報と副作用

澤田　純一（国立医薬品食品衛生研究所機能生化学部）

３．ポスト・シークエンス時代の遺伝子解析研究・応用と生命倫理

位田　隆一（京都大学公共政策大学院）

４．医薬品の安全性データベースの構築と安全性評価・予測

宮城島利一（独立行政法人医薬基盤研究所）

総合討論

14:00 - 17:00

シンポジウム４　薬学6年制における医薬品情報教育
オーガナイザー：望月　眞弓（北里大学薬学部）

座長：望月　眞弓（北里大学薬学部）

矢野　育子（京都大学大学院薬学研究科）

講演

１．医薬品情報を活用できる薬剤師を育てるために

黒澤菜穂子（北海道薬科大学）

２．EBMを実践できる人材育成のための基礎教育として

橋口　正行（北里大学薬学部）

３．スーパーインテリジェント薬剤師の育成をめざして

～「医薬品の管理・供給」から「医薬品情報の管理・供給」へ～

井関　　健（北海道大学大学院薬学研究院）

４．問題識別・解決能力の育成を目指して

大津　史子、後藤　伸之（名城大学薬学部）

５．学内実習でのＩＴを用いた医薬品情報教育と医療薬学への射程

松山　賢治（武庫川女子大学薬学部）

指定発言：黒川　達夫（厚生労働省大臣官房審議官）

総合討論

1日目　7月8日（土） 第2会場（Room B1）
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9:00 - 10:00

教育講演1
座長：高野　幹久（広島大学大学院医歯薬総合研究科）

地域の薬局薬剤師と医薬品情報

児玉　　孝（（社）日本薬剤師会副会長）

10:00 - 11:00

教育講演2
座長：北田　光一（千葉大学医学部附属病院薬剤部）

米国における医薬品の審査・認可行政の現況

川上　浩司（京都大学大学院医学研究科薬剤疫学分野教授）

11:00 - 12:00

特別講演
座長：乾　　賢一（京都大学医学部附属病院薬剤部）

患者さん中心の病院づくり

瀬戸山元一（前高知医療センター病院長所長）

12:10～13:10

ランチョンセミナー２
座長：林　　昌洋（虎の門病院薬剤部長）

日本人のエビデンスに基づく高脂血症治療

中谷　矩章（脂質・生活習慣病研究所所長）

共催：三共株式会社

13:20-16:20

シンポジウム５　後発医薬品と医薬品情報
オーガナイザー：政田　幹夫（福井大学医学部附属病院薬剤部）

座長：後藤　伸之（名城大学薬学部）

川上　純一（浜松医科大学医学部附属病院薬剤部）

基調講演：後発医薬品を科学的に検証する

政田　幹夫（福井大学医学部附属病院薬剤部）

講演

１．米国におけるジェネリック代替調剤

陳　　惠一（水野薬局）

２．横浜市立病院における後発医薬品推進の取り組み

有山　良一（横浜市立大学附属病院薬剤部）

３．後発医薬品のフシギ－取材を通じて感じたこと－

北澤　京子（日経メディカル編集部）

４．後発医薬品の普及には「医薬品情報」の充実が必須である

池田　俊也（国際医療福祉大学薬学部）

総合討論

2日目　7月9日（日） 第1会場（Room A）
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座長：金澤　治男（京都薬科大学）

１．医療機関受診前の一般用医薬品の使用実態に関する調査研究（2）

○齋藤　　充1）、宇佐美　孝1）、橋口　正行1）、黒川　　實2）、末永美由紀3）、望月　眞弓1）

1）北里大学薬学部、2）東邦大学医療センター大森病院薬剤部、3）昭和大学附属豊洲病院薬局

２．一般用医薬品の外箱情報に関する調査研究

○青木　　愛、宇佐美　孝、橋口　正行、望月　眞弓

北里大学薬学部臨床薬学研究センター医薬品情報部門

３．「一般用医薬品のlabelingに関する調査研究」

○泉澤　　恵1）、海老原　格1）、矢部　拓也2）

1）東京薬科大学薬学部、2）徳島大学総合科学部

４．一般用医薬品が関係した薬物相互作用回避データベースの構築

○住広　匡謙1）、堀　　里子2）、三木　晶子2）、大谷　壽一2）、澤田　康文2,3）

1）湧永製薬株式会社　ヘルスケア研究所、2）東京大学大学院薬学系研究科、
3）東京大学大学院情報学環

座長：脇屋　義文（北陸大学薬学部）

５．「OTC薬とセルフケア」講義の有用性と必要性

－講義に対するアンケート調査とテキストブック作成について-

○井澤　美苗1）、築地茉莉子1）、小川　通孝1）、酒井　美佳1）、巨勢　典子1）、中島　恵美1）、

北野　智英2）、佐々木琢也3）

1）共立薬科大学 薬剤学講座、2）住商ドラックストアーズ、
3）横浜市立大学附属市民総合医療センター　薬剤部

６．実務実習モデル・コアカリキュラムに基づいた医薬品情報実習の実践と評価

～KJ法を用いた小グループディスカッションと模擬薬事審議委員会～

○村木　優一、高森　早紀、門山　　史、松田　浩明、奥田　真弘　

三重大病院薬剤部

７．領域別専門MRおよび上級レベルMR認定制度の導入に関するアンケート調査

○駒田富佐夫1）、平林　敏彦2）、小久保光昭2）

1）姫路獨協大学、2）財団法人 医薬情報担当者教育センター

８．イギリス医薬品情報業務におけるリスクマネジメント

○水上　　彩

London Medicines Information Services, Northwick Park Hospital NHS Pharmacy

Department

一般演題 5～8 第3会場（Room B2） 10：50～11：40

一般演題 1～4 第3会場（Room B2） 10：00～10：50

第1日目　7月8日（土）
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座長：中島　恵美（共立薬科大学）

９．抗菌薬情報のサークル図とSOMマップを用いた解析

金澤　洋祐1）、津田麻記絵1）、星　　憲司1）、川上　準子1）、岩谷香寿美1）、中村　　仁1）、

○佐藤　憲一1）、浜田　康次2）

1）東北薬科大学、2）日本医大千葉北総病院薬剤部　

10．NSAIDs による胎児毒性予測のための医薬品情報の構築　- 非臨床試験データのPK/PD に基づく解析-

○澤田　康文1,2）、新宅　恭平3）、辻本　雅之3）、永田　秀昭4）、佐藤　昌司4）、月森　清巳4）、

中野　仁雄4）、堀　　里子1）、大谷　壽一1）

1）東京大学大学院薬学系研究科、2）東京大学大学院情報学環、3）九州大学大学院薬学研究院、
4）九州大学大学院医学研究院

11．海外の授乳婦への薬物療法リスクカテゴリーの調査

○田中　真砂1）、林　　昌洋1）、北川　浩明2）、横尾　郁子2）

1）虎の門病院薬剤部、2）同・産婦人科

12．オセルタミビル服用妊婦の出産結果に関するフォローアップ調査

○林　　昌洋1）、菱沼加代子1）、板谷　祐子1）、山根　律子1）、田中　真砂1）、北川　浩明2）、

横尾　郁子2）

1）虎の門病院　薬剤部、2）同　産婦人科

座長：飯久保　尚（東邦大学医療センター大森病院）

13．医薬品・食品などの併用による脂溶性ビタミン摂取評価 ASPシステムの構築

○江頭あゆ子1）、大谷　壽一2）、堀　　里子2）、三木　晶子2）、澤田　康文2,3）

1）九州大学大学院薬学研究院、2）東京大学大学院薬学系研究科、3）東京大学大学院情報学環

14．腎障害患者に対する抗不整脈薬の投与設計支援システムの構築

○永井麻理枝1）、大谷　壽一1）、堀　　里子1）、澤田　康文1,2）

1）東京大学大学院薬学系研究科、2）東京大学大学院情報学環

15．電子ファイルで提供されるインタビューフォームの入手状況　～　第5報　～

○若林　　進1）、篠原　高雄1）、永井　　茂1）、山田　安彦2）、折井　孝男3）

1）杏林大学医学部付属病院 薬剤部、2）東京薬科大学 薬学部、3）NTT東日本関東病院 薬剤部

16．東京都病院薬剤師会における製品情報概要等の不適切事例に関する調査と解析

○笠原　英城、植松　和子、柴田　壮一、藤井　博之、渡部　一宏、厚田幸一郎、林　　昌洋、

平野　公晟

東京都病院薬剤師会　医療情報部第四小委員会

17．青汁の使用実態調査

○本間　秀彰1）、後藤　輝明1）、河野　弘之1）、大谷　壽一2）、三木　晶子2）、堀　　里子2）、

澤田　康文2,3）

1）ツルハ（株）、2）東京大学大学院薬学系研究科、3）東京大学大学院情報学環

一般演題 13～17 第3会場（Room B2） 14：00～15：00

一般演題 9～12 第3会場（Room B2） 11：40～12：30
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座長：飯嶋　久志（千葉県薬剤師会）

18．新聞における医薬品広告の調査

○木村　英晃1,2）、加藤美由紀3）、飯嶋　久志3）

1）社団法人千葉県薬剤師会 情報委員会、2）東京歯科大学市川総合病院 薬局、
3）社団法人千葉県薬剤師会 薬事情報センター

19．色覚特性がPTPシート薬剤の識別に及ぼす影響

○上村　直樹1）、赤澤　　真2）、太田　隆文2）、宇留野　強2）

1）ファーミック、2）東京理科大学薬学部

20．「医薬品の包装・製剤変更に関する情報の規格化・標準化」

○石河　利恒1）、寺門千佳子1）、大和田邦明1）、天野　武城1）、堀　　里子2）、三木　晶子2）、

大谷　壽一2）、澤田　康文2,3）

1）東邦薬品株式会社、2）東京大学大学院薬学系研究科、3）東京大学大学院情報学環

21．医薬品の薬名類似度を評価するための定量的指標の構築と評価

○大谷　壽一1）、竹田　正幸2）、今田　結城2）、澤田　康文1,3）

1）東京大学大学院薬学系研究科、2）九州大学大学院システム情報科学研究院、
3）東京大学大学院情報学環

22．リスクマネジメントから評価した在庫管理ソフト

○横井　正之、横井　裕子

パスカル薬局

座長：旭　満里子（信州大学医学部附属病院薬剤部）

23．医薬品情報管理室のIT化と診療支援

○大津　　幸、石塚　正行、八野　芳巳、長谷川健次

NHO 大阪南医療センター　薬剤科

24．インターネットによる処方薬剤の一括チェックシステムの構築

○宇野可奈子、高中紘一郎

新潟薬科大学

25．治療ガイドラインと医薬品情報のWikiベースによるハイパーリンク化

○今村　光三、安澤　崇裕、中村　　信、林　かおり、本田　弓子、宇野可奈子、高中紘一郎

新潟薬科大学

26．医薬品副作用報告を用いたデータマイニング手法の検討について

○横田　雅彦

（独）医薬品医療機器総合機構安全部

27．医薬品及び医薬品代謝物の環境負荷について

○串田　一樹

昭和薬科大学

一般演題 23～27 第3会場（Room B2） 16：00～17：00

一般演題 18～22 第3会場（Room B2） 15：00～16：00
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座長：奥田　真弘（三重大学医学部附属病院薬剤部）

28．電子カルテ情報2次利用におけるエンドユーザーコンピューティングの試み

－処方・注射データベースの患者横断的検索と後利用系の開発－

○池見　泰明1）、橋田　　亨1）、尾上　雅英1）、上井　優一1）、小林　政彦1）、石津　雅弘1）、

桂　　敏也1）、竹村　匡正2）、黒田　知宏2）、長瀬　啓介2）、吉原　博幸2）、乾　　賢一1）

1）京大・医・病院薬剤部、 2）同・医療情報部

29．電子カルテシステムにおける相互作用チェックの実態調査

厚田幸一郎、阿部　宏子、○飯久保　尚、植松　和子、江刺家雅子、奥山　　清、小原　　淳、

金子　　健、亀山　明美、木村　高久、小林　　仁、駒井　昌子、阪本　康典、濱　　敏弘、

林　　昌洋、船木　文子、堀住　智子、若林　　進、渡部　一宏

東京都病院薬剤師会医薬情報部

30．電子カルテシステムを応用したメトホルミンの適正使用に関する使用実態研究

○小瀬　英司、大幸　　淳、赤瀬　朋秀

日本医療伝道会　衣笠病院薬剤部

31．処方オーダリングシステムにおける標準ヒューマン・マシンインターフェースの提案

－医師に対するアンケート調査－

○佐田　宏子1）、大谷　壽一2）、堀　　里子2）、澤田　康文2,3）

1）九州大学大学院薬学研究院、2）東京大学大学院薬学系研究科、3）東京大学大学院情報学環

32．ジェネリック医薬品－現場では何が起こっているか？－

○三木　晶子1）、堀　　里子1）、大谷　壽一1）、澤田　康文1,2）

1）東京大学大学院薬学系研究科、2）東京大学大学院情報学環

座長：大谷　壽一（東京大学大学院薬学研究科）

33．後発医薬品導入後の問い合わせ内容の変化

○多田　公揚、飯久保　尚、小杉　隆祥、黒川　　實

東邦大学医療センター大森病院薬剤部

34．Webデータベースを用いる後発医薬品検索・選択支援システムの開発

○小杉　義幸、西面　恵太、長坂　達夫

東京薬科大学 薬学部 ドラッグラショナル研究開発センター

35．新規医薬品の採用における同種同効薬比較表の有用性に関する研究

○浅井美由紀、小川　幸雄、黒山　政一

北里大学東病院薬剤部

36．レター形式による抗インフルエンザ薬の使用実態調査

○飯嶋　久志1）、宇野　弘展2）、井手　若奈2）、澤田　愛子2）、鈴木　久夫2）、平井　政彦2）、

石野　良和2）、安藤　秀人2）

1）社団法人千葉県薬剤師会 薬事情報センター、2）社団法人千葉県薬剤師会 情報委員会

一般演題 33～37 第2会場（Room B1） 10：00～11：00

一般演題 28～32 第2会場（Room B1） 9：00～10：00

第2日目　7月9日（日）
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37．抗インフルエンザ薬「タミフル®」の効果と有害事象に関する追跡調査

○今村　政信1）、脇屋　義文1）、宮本　悦子1）、塚本　　仁2）、渡辺　享平2）、中村　敏明2）、

政田　幹夫2）、後藤　伸之3）

1）北陸大学大学院薬学研究科臨床薬学教室、2）福井大学医学部附属病院 薬剤部、
3）名城大学薬学部医薬情報学研究室

座長：桂　　敏也（京都大学医学部附属病院薬剤部）

38．モルヒネ製剤の剤形変更時における処方設計支援システムの構築とその評価

○久澄　礼子1）、大谷　壽一2）、堀　　里子2）、澤田　康文2,3）

1）九州大学大学院薬学研究院、2）東京大学大学院薬学系研究科、3）東京大学大学院情報学環

39．バイオマーカーとしての血清ビリルビン値と遺伝子情報解析の試み

○守屋　寛之1）、渋谷ゆかり1）、齊藤嘉津彦2）、細川　　歩3）、中原　生哉3）、後藤　　啓3）、

有村　佳昭3）、篠村　恭久3）、今井　浩三4）、宮本　　篤2）、黒澤菜穂子1）

1）北海道薬科大学臨床薬剤学分野、2）札幌医科大学附属病院薬剤部、
3）札幌医科大学内科学第一講座、4）札幌医科大学

40．抗がん剤適正使用のための白血球数の評価

○根來　　寛1,2）、矢野　良一2）、谷　　大輔2）、渡辺 享平2）、塚本　　仁2）、中村　敏明2）、

脇屋　義文3）、後藤　伸之4）、横山　照由1）、政田　幹夫2）

1）京都薬科大学大学院薬学研究科　病院薬学教室、2）福井大学医学部附属病院薬剤部、
3）北陸大学薬学部　臨床薬学教室、4）名城大学薬学部　医薬情報学研究室

41．がん化学療法における処方介入から見た情報提供の在り方

○北澤　文章、井上　敬之、村山　和子、高田　　恵、瀧　　紹代、鎌田　智泉、芝山　　宏、

安部　敏生、上田　久美、杉井　彦文

社会保険京都病院　薬剤部

42．がん化学療法のリスク低減の為に必要な情報　-抗がん剤注射調剤における問題点と対応策-

○今井　千晶、山形　真一、佐伯　宏美、山本　晃平、仲佐　啓詳、中澤　一純、有吉　範高、

北田　光一

千葉大学医学部附属病院薬剤部　

座長：仲佐　啓詳（千葉大学医学部附属病院薬剤部）

43．ティーエスワンと患者宅に残置されたフッ化ピリミジン系薬剤との併用症例とその PK 解析

○堀　　里子1）、永井麻理枝1）、辻野　靖彦2）、佐々木豊明3）、三木　晶子1）、大谷　壽一1）、

澤田　康文1,4）

1）東京大学大学院薬学系研究科、2）大鵬薬品工業株式会社、3）とよあきクリニック、
4）東京大学大学院情報学環

44．患者宅残置薬の実態調査と医薬品適正使用

○辻野　靖彦1）、杉山　清子1）、大谷　壽一2）、堀　　里子2）、三木　晶子2）、澤田　康文2,3）

1）大鵬薬品工業株式会社、2）東京大学大学院薬学系研究科、3）東京大学大学院情報学環

一般演題 43～46 第2会場（Room B1） 14：20～15：10

一般演題 38～42 第2会場（Room B1） 13：20～14：20
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45．医薬品添付文書中の「定期的な肝・腎機能検査」に関する記載内容の解析と情報提供への活用

○石田　志朗1）、黒田　理絵1）、橘　さやか1）、構木　泰信1）、岡野　善郎1）、安藤　哲信2）、

折井　孝男3）、世良　庄司4）、吉井　清治4）

1）徳島文理大学・薬学部、2）吉備高原ルミエール病院・薬剤科、
3）NTT東日本関東病院・薬剤部、4）（株）システムヨシイ

46．米国産ウシ由来医薬品における伝達性海綿状脳症に関する医薬品情報の検討

○佐原　敏之1）、黄前　尚樹1）、坂井久美子1）、林　　淳雄1）、榎堀　　徹2）

1）洛和会音羽病院薬剤部、2）同・呼吸器科

座長：駒田富佐夫（姫路濁協大学）

47．薬系大学におけるe-Learningを用いたOTC薬教育の試み

○築地茉莉子1）、井澤　美苗2）、巨勢　典子2）、崔　　吉道2）、中島　恵美2）

1）千葉大学医学部附属病院薬剤部、2）共立薬科大学薬剤学講座

48．看護師に対する医薬品情報を提供する上での問題点の抽出に関する検討

○安岡　由佳1）、平柳　武義2）、石川　康恵2）、ウォーン・ポール3）、佐々木忠徳3）

1）亀田総合病院・卒後研修センター、2）同・薬剤部、3）同・薬剤管理部

49．健康食品の科学的根拠のある情報（イチョウ葉）

○江川　典孝1）、嶋村　正典1）、大和久　尚1）、E木　友直1）、笹嶋　　勝2）

1）日本メディカルシステム株式会社、2）昭和大学病院　医薬品情報管理室

50．検索で得たウコンの意外な作用と有害事象情報

○嶋村　正典1）、江川　典孝1）、笹嶋　　勝2）、大和久　尚1）、E木　友直1）

1）日本メディカルシステム、2）昭和大学病院薬剤部

一般演題 47～50 第2会場（Room B1） 15：10～16：00




